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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筆記を生成するスタイラスであって、
　ユーザの人差し指の指紋データである第１バイオメトリック識別子を検出する手段と、
　親指指紋データである第２バイオメトリック識別子を検出する手段とを備え、
　前記親指指紋データは、前記ユーザの親指の親指指紋データが検出されたときに検出さ
れ、
　前記筆記が生成されている間に前記第１バイオメトリック識別子及び前記第２バイオメ
トリック識別子が取得されるときであって、前記第１バイオメトリック識別子が、ユーザ
登録中に取得された基準バイオメトリック識別子と一致したか又は前記第２バイオメトリ
ック識別子が前記基準バイオメトリック識別子と一致したときに、前記ユーザの身元確認
が行われるスタイラス。
【請求項２】
　筆記を生成するスタイラスであって、
　前記筆記を生成するべく前記スタイラスが握られたときに現在親指指紋データを検出し
て取得する手段を備えるグリップであって、スタイラスと適合可能なグリップと、
　一連の文字又は数字である現在主識別子の検出手段と
　を備え、
　ユーザの親指指紋データと、ユーザ登録中に取得された基準親指指紋データとが一致し
たときに前記ユーザの身元確認が行われ、
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　前記現在主識別子は前記基準親指指紋データの特定に使用されるスタイラス。
【請求項３】
　身元確認システムであって、
　プロセッサと、
　一連の文字又は数字である基準主識別子と、前記基準主識別子の使用により特定可能な
基準親指指紋データとを保持するデータバンクと、
　ユーザの現在親指指紋データを取得するセンサを含んで筆記署名を生成するスタイラス
であって、一連の数字である現在主識別子のキーパッド入力と組み合わせられるスタイラ
スとを備え、
　前記プロセッサは、
　前記現在主識別子と前記基準主識別子との一致を検索し、
　前記現在主識別子が前記基準主識別子と一致したときに前記現在親指指紋データを前記
基準親指指紋データと対比し、
　前記現在親指指紋データと前記基準親指指紋データとが一致したときに身元確認が行わ
れる身元確認システム。
【請求項４】
　署名を生成するべく使用されるスタイラスであって、
　前記スタイラスのグリップの表面又は内部に接続かつ配置されたセンサを備え、
　前記センサはユーザの親指が前記センサに接触したときに前記ユーザの親指指紋を取得
し、
　前記スタイラスは、一連の文字又は数字である現在主識別子の入力に使用されるキーパ
ッドと組み合わせられ、
　前記現在主識別子が基準主識別子と一致し、かつ、前記署名が生成されている間に取得
された前記親指指紋が、ユーザ登録の間に取得された前記ユーザの基準親指指紋と一致し
たときはいつでも前記ユーザの身元確認が行われるスタイラス。
【請求項５】
　申請者選別方法であって、
　グリップを有して筆記署名を生成するスタイラスであって、前記グリップには指紋セン
サが設けられ、親指指紋の現在親指指紋データを検出するのに使用されるスタイラスを提
供することと、
　署名を筆記するべく前記スタイラスが握られるときに現在親指指紋データを検出するこ
とと、
　一連の文字又は数字である現在主識別子を取得することと、
　基準データファイルを検索して前記現在主識別子と前記基準主識別子との一致を求める
ことと、
　前記現在親指指紋データと、前記基準主識別子の使用により特定可能な基準親指指紋デ
ータとを比較することと、
　前記現在親指指紋データを前記基準親指指紋データに一致させることと、
　前記現在親指指紋データが前記基準親指指紋データに一致したときはいつでも政府業務
への参加を可能にすることと
　を備える申請者選別方法。
【請求項６】
　保安領域への立入りに対する処理制御システムであって、
　プロセッサと、
　一連の文字又は数字である基準主識別子と、前記基準主識別子の使用により特定可能な
基準親指指紋データとを保持するデータバンクと、
　前記保安領域への立入り前に、第１親指指紋に関するデータを検出して前記第１親指指
紋に関する基準親指指紋データの取得を可能とする第１装置と、
　前記保安領域への立入り要求に応じて前記第１親指指紋に関するデータを検出して前記
第１親指指紋に関する現在親指指紋データの取得を可能にするペン又はスタイラスと、
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　一連の文字又は数字である現在主識別子を提供する手段と
　を備え、
　前記ペン又はスタイラスは前記保安領域に隣接して配置され、
　前記ペン又はスタイラスは、前記ペン又はスタイラスで署名を筆記するユーザが前記ペ
ン又はスタイラスに接触するときに前記親指指紋データの取得を可能とし、
　前記現在親指指紋データに関するデータと前記基準親指指紋データに関するデータとの
比較を、前記保安領域へのアクセス要求に応じて可能とし、
　前記現在主識別子と前記基準主識別子との比較によって、及び、前記現在親指指紋デー
タと前記基準親指指紋データとの比較によって身元確認が行われたときに前記保安領域へ
の立入りを可能とする処理制御システム。
【請求項７】
　商業取引のための口座へのアクセスを可能とするための処理制御システムであって、
　プロセッサと、
　一連の文字又は数字である基準主識別子と、前記基準主識別子の使用により特定される
基準親指指紋データとを保持するデータバンクと、
　前記商業取引の前に第１親指指紋に関するデータを検出して前記第１親指指紋に関する
基準親指指紋データの取得を可能とする第１装置と、
　前記基準親指指紋データを有する口座レコードを設定する手段と、
　前記口座へのアクセス要求に応じて前記第１親指指紋に関するデータを検出して前記第
１親指指紋に関する現在親指指紋データの取得を可能にするペン又はスタイラスと、
　一連の文字又は数字である現在主識別子を提供する手段と
　を備え、
　前記ペン又はスタイラスは、前記ペン又はスタイラスで署名を筆記するユーザが前記ペ
ン又はスタイラスに接触するときに前記親指指紋データの取得を可能とし、
　前記現在親指指紋データに関するデータと前記基準親指指紋データに関するデータとの
比較を、前記口座へのアクセス要求に応じて可能とし、
　前記現在主識別子と前記基準主識別子との比較によって、及び、前記現在親指指紋デー
タと前記基準親指指紋データとの比較によって身元確認が行われたときに前記口座へのア
クセスを可能とする処理制御システム。
【請求項８】
　金融取引を行う方法であって、
　一連の文字又は数字である基準主識別子に関する基準データを取得して基準ファイルに
保存することと、
　基準親指指紋データに関する基準データを取得して前記基準ファイルに保存することと
、
　グリップを有して筆記を生成するスタイラスであって、前記グリップに指紋センサが設
けられたスタイラスを提供することと、
　署名を筆記するべく前記スタイラスが握られたときに現在親指指紋データを検出するこ
とと、
　前記スタイラスから提出された現在主識別子であって、一連の文字又は数字である現在
主識別子を受け取ることと、
　前記現在主識別子と前記基準主識別子との一致を前記基準ファイル内において順次検索
することと、
　前記現在主識別子と前記基準主識別子とが一致する場合に、前記基準主識別子を使用す
ることで特定可能である基準親指指紋データと前記現在親指指紋データとを比較すること
と、
　前記現在親指指紋データと前記基準親指指紋データとが一致する場合に身元確認を行う
ことと
　を備える方法。
【請求項９】
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　保安領域内の活動を監視するシステムであって、
　（ａ）前記保安領域への立入りにおいて親指指紋データの登録を行う手段と、
　（ｂ）前記親指指紋データの一致に基づく身元確認によって前記保安領域内における商
業取引を行う手段と
　を備え、
　前記商業取引を行う手段は、
　プロセッサと、
　一連の文字又は数字である基準主識別子と、前記基準主識別子の使用により特定される
基準親指指紋データとを保持するデータバンクと、
　筆記署名を生成するスタイラスと、
　一連の文字又は数字である現在主識別子を提供する手段と
　を備え、
　前記スタイラスには、前記スタイラスが前記署名を筆記するべく握られたときに現在親
指指紋データを検出する親指指紋センサが配置され、
　前記プロセッサは、前記現在主識別子と前記基準主識別子との一致を検索し、前記現在
主識別子と前記基準主識別子とが一致したときに前記現在親指指紋データを前記基準親指
指紋と比較するべく構成され、
　前記現在親指指紋データと前記基準親指指紋データとが一致したときに身元確認が行わ
れるシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（関連出願の参照）
本出願は、１９９９年２月１０日米国暫定出願第６０／１１９，４０８号「身元確認シス
テム」（代理人事件番号第ＢＰＮ－９９，０２２号）、１９９９年１月１２日米国暫定出
願第６０／１１６，２１２号「身元確認システム」（代理人事件番号第ＢＰＮ－９９，０
２１号）、１９９９年１月４日米国暫定出願第６０／１１４，６３２号「身元確認システ
ム」（代理人事件番号第ＢＰＮ－９９，０２０号）、１９９８年１１月２３日米国暫定出
願第６０／１０９，５１１号「バイオメトリック筆記具」（代理人事件番号第ＢＰＮ－９
８，０１２号）、１９９８年６月８日米国暫定出願第６０／０８８，４９８号「バイオメ
トリックホテルおよびカジノ遊戯」（代理人事件番号第ＢＰＮ－９８，０１１号）、およ
び１９９８年４月７日米国暫定出願第６０／０８０，９６２号「バイオメトリックホテル
およびカジノ遊戯」（代理人事件番号第ＢＰＮ－９８，０１０号）に関連すると共にこれ
らの利益を主張する。
【０００２】
（技術分野）
本発明は、一般に、クレジットカードやデビットカードに頼ることなくバイオメトリック
（生体識別）により個人の身元確認を行うシステムに関する。さらに詳しくは、現在使わ
れているクレジットカード、デビットカード、ハウスカード、チェックカードに取って代
わる装置および方法に関する。
【０００３】
（背景技術）
クレジットカードは、支払いカードの代替として導入された。プラスチック支払いカード
、デビットカード、ＡＴＭカード、金券カードはすでに時代遅れで、次第に使われなくな
ろう。財布に８枚以上のカードを入れて持ち歩く人も珍しくない。カードは、数年ごとに
交換する必要があり、頻繁に使用すれば破損する。消費者詐欺やカード偽造も増えている
。カードは紛失しやすく、盗難されやすい。署名は簡単に模倣でき、犯罪者が暗証番号を
見つけ出すのは易しい。プラスチックカードは、現金より持ち運びが簡単なものの、巧妙
な犯罪者にとっては現金と同じくらい流通性がある。
【０００４】
指紋は個人識別の確実な手段である。指紋を識別に使うことには長い歴史があるが、広く
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認められたのは約１００年前である。指紋は生体測定（バイオメトリック）であり、世界
的な身元確認の基礎をなす。指紋は、他の身体的特徴とは異なり、経年変化しない。指紋
の細部によって指紋を識別できる。指紋細部は不変であり、常に一つの模様を形成し、各
人に独特であることが証明されている。各指は唯一の指紋を持つ。一般に完全な１つの指
紋は、１００点ほどの特徴を有する。各人はその指紋を１度だけシステムに登録すればよ
い。
【０００５】
識別情報盗難の危険は誰にでもある。識別情報盗難は、犯罪者が別人を装って商品やサー
ビスを購入したり、資金を手に入れたり、個人情報へアクセスする時に発生する。識別情
報盗難の防止は、（１）個人の名誉を守り、（２）個人の資金やデータを守ることである
。現在、身元確認には、銀行カード、暗証番号、パスワード、ＩＤカード、運転免許証、
社会保険番号等が使われる。これらは危険にさらされる可能性がある。識別情報盗難を防
ぐ唯一の手段は、明確な身元確認である。
【０００６】
偽造防止および身元確認は、急務である。これは、各人の名誉を守るためだけでなく、各
人の資産やデータを守るためにも重要である。パスワードは忘れたり複製が簡単であるた
め、頻繁に変更しなければならない。しかし指紋は、各人に唯一である。指紋は、善良な
市民、政府、およびビジネスを保護するための基本的な手段である。
【０００７】
銀行は小切手偽造に対処するため、顧客の指紋を取る動きを始めた。主要小売業者の中に
は、バイオメトリック技術を使用するための調査を開始したところもある。個人の身体的
特徴を自動的に測定して従業員等を管理するためである。指の個別的特徴を応用した最新
技術は、クレジットカード偽造防止の有効な武器として注目を集めている。マスターカー
ドは、指紋技術を世界規模で適用すれば、業界の偽造損失を毎年５０％～６０％減少でき
ると予測している。ＦＢＩは、ビザ（登録商標）およびマスターカード（登録商標）の１
９９５年の偽造損失は全世界で１６．３億ドルと推計した。スマートカードの使用や暗号
の改良により安全性を高められるとの期待が一部にある。しかし広範な市場技術および顧
客便益技術の発展に伴い、安全問題はさらに深刻になろう。銀行カードの総額は２０００
年までに９．９兆ドルになると予測されている（アメリカンバンカー、１９９８年５月２
６日、第１６３巻、第９８号、１６－１ページ）。
【０００８】
小切手の署名、購入の承諾、クレジットカードの使用、秘密情報のアクセス等の行為は、
本人の認証に基づいて行われる。指紋は、明確で否定しがたい認証方法として世界で認め
られている。忘れやすいパスワードや盗難の恐れがあるデビットカードと異なり、指紋は
本人が常に所持している。
【０００９】
米国特許第５，１０３，４８６号（グリッピ）は、指紋署名組合せ識別システムを開示す
る。このシステムは、個人の署名中、プリズムを使ってその個人の人差し指の指紋を取得
する。この指紋像と署名とを処理し、複合標本を形成し、それを商業取引用クレジットカ
ードの情報と比較する。このシステムは、署名測定と指紋測定とを組み合わせて身元確認
をするが、相変わらずクレジットカードを使わねばならない。そのため２つの生体測定（
人差し指と署名）を行わねばならず、光学センサを使用せねばならない。商業施設におい
て光学センサを使用するのは効果的でない。
【００１０】
米国特許第５，６８０，４７０号（マウッサ等）は、基準署名セットを使う署名確認方法
を開示する。この基準署名セットは、署名中に基準的な特徴を調査し、それらを標準化し
、無関係な特徴を取り去る。米国特許第５，５５９，８９５号（リー等）は、リアルタイ
ム署名確認システムを開示する。このシステムは、署名をデジタル化し、統計的分析を行
い、個人的特徴を選択する。
【００１１】
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現在のスタイラス型認証システムは、加速度計と圧力センサとを用い、ユーザ署名におけ
るスタイラス圧力と筆記速度とを測定する。米国特許第５，７７４，５７１号（マーシャ
ル）は、複数のバイオメトリックセンサを有するスタイラスを開示する。これらセンサは
、握り圧力センサやジャイロスコープである。米国特許第４，５１３，４３７号（チェイ
ナー等）は、署名確認用データ入力スタイラスを開示する。これは、加速度計と圧力セン
サとを含む。米国特許第５，２４７，１３７号（エッパーソン）は、バイオメトリック識
別が可能なスタイラスを開示する。これは遠隔地点からグラフィックデータおよびテクス
チャーデータを比較する。このスタイラスは、筆使いも検出し身元確認に利用する。
【００１２】
これら技術による身元確認は、販売時点情報管理（ＰＯＳ）端末においては時間がかかり
過ぎることが多い。一般には４段階で処理が行われる。すなわち（１）顧客がカードをカ
ードリーダに通し、（２）銀行がカード所持者の口座を確認して認証し、（３）承認後に
カード所持者が署名を行い、（４）運転免許証等を表示することによってカード所持者の
確認を行う。
【００１３】
指紋は汎用的識別子である。ビザ（登録商標）とマスターカード（登録商標）は、指紋セ
ンサをＰＯＳ端末のスクリーンおよびカード自体に組み込むことを研究している。署名す
るにはスタイラスを握るし、信用取引には署名が必要だから、指紋センサの自然な場所は
スタイラス内部である。本発明のシステムを用いた業務処理は、顧客が手形に署名し、銀
行がその取引を承認すれば済む。顧客は、信用取引が本人の署名だけでクレジットカード
を使わずに済むから、驚くであろう。本発明システムは、署名に基づいて信用を与えると
いう昔ながらの商習慣を生き返らせる。
【００１４】
必要なのは、最新技術を使ったシステム、あらゆる個人識別カードの使用を撤廃するシス
テム、犯罪者に破られないシステム、処理時間を大幅に減らすシステム、あらゆる環境に
対応する汎用システム、参加金融機関に最大の安全を提供するシステム、顧客がどこから
でも預金にアクセスできしかも本人以外のアクセスを拒否するシステム、使用が簡単で顧
客に親しみやすいシステム、多くの取引において匿名性を提供するシステムである。
【００１５】
必要とされるのは、カードベースの商取引システムからカードレス商取引システムへ変換
する手段である。この手段は、ユーザフレンドリーであり、どのシステムにも顧客を参加
させることができる手段でなければならない。個人の身元確認手段も必要である。この手
段は、信頼性が高く、最新であり、本人のみを口座にアクセスさせると共に他人がその口
座にアクセスすることを拒否することができ、犯罪者にシステムの破壊を断念させるもの
でなければならない。利用者が複合施設に到着した時、その利用者の登録を可能にするシ
ステムも求められる。この登録に際し、利用者は少なくとも一つのバイオメトリック識別
子を入力する。するとその利用者の信用口座が設定される。その後、その利用者は、複合
施設内において、現金、チップ、クレジットカード、ハウスカード、キーカード等を所持
することなく、施設が提供するすべてのサービスを利用できる。
【００１６】
（発明の開示）
カードベースの金融システムからカードレスシステムへ変換するために、本発明のシステ
ムは、各種バイオメトリック特性を検出するスタイラスを使用する。このスタイラスは、
顧客が名前等を記述している間に、その顧客の人差し指と親指の指紋を検出する。このス
タイラスは、ＰＯＳ端末において署名を確認する場合、限定的目的のハウスカードを発行
するような閉じた環境で使用する場合、あるいは限定地域で使用する場合、前記変換を可
能にする。このスタイラスは、政府業務（交付金、投票者登録、運転免許証等）の申請者
が使っても良い。
【００１７】
本発明の身元確認システムは、消費者詐欺や偽造を実質的になくし、金融機関の取引の安
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全性を高め、取引時間を短縮し（顧客が署名して識別子を提供する）、効率を高め、財布
内のカード（クレジットカード、デビットカード、金券カード、プリペイドカード、ＡＴ
Ｍカード等）に取って代わることにより顧客の利便性を高める。
【００１８】
本発明システムは商取引を革新する。本システムの中心に位置するのは、バイオメトリッ
クスタイラスである。このスタイラスは、顧客が署名する際、その人差し指と親指の指紋
を取る。顧客は、最初にスタイラスを使って登録を行う。対面取引中に顧客が署名するた
びに、その指紋が照合用指紋と比較され、身元確認が行われる。
【００１９】
センサ付きペンは、ＰＯＳ端末において使われ始めている。これらスタイラスは、指紋取
得ではなく、署名確認のみに使われている。本発明システムは、まずこれらスタイラスに
代わって署名を確認する。次にクレジットカードやデビットカードの使用を必須でなくす
る。本発明システムは、既存のカードシステムと完全互換なので、移行はスムースである
。本発明システムの市場は、全ＰＯＳ端末、全銀行、世界中の政府機関である。
【００２０】
本発明システムを世界規模で実施すれば、詐欺は激減し、顧客の利便性は著しく高まる。
本発明システムは、クレジットカードのように広く受け入れられ、現金やクレジットカー
ドでは実現し得ない顧客利便性を提供し、現金やクレジットカードシステムをはるかに越
えた顧客安全性を提供する。
【００２１】
コンパックコンピュータは、キーボードに指紋センサを備えたコンピュータを販売してい
る。ユーザは、コンピュータネットワークにアクセスする時、暗証番号やパスワードを入
力する代わりに、切手サイズのガラスレンズに指を置く。すると指紋が複写され、何千も
の指紋と照合される。この処理は１秒以下で終了する。このセンサのコストは１００ドル
以下である。アイデンティクスは、法廷品質の画像記録を生成する指紋システムを開発し
た。ベリディコムは、ベル研究所の特許である指紋認証技術を用いた高度なソフトウエア
およびハードウエア部品を開発した。本発明システムは、支払い確認署名用のスタイラス
に、これらタイプの１対のセンサを内蔵する。
【００２２】
銀行は、クレジットカード詐欺が少なくとも５０％減少するため、利益を得る。本発明シ
ステムは、指紋が一致する本人だけが口座へアクセスすることを確保する。銀行は、必要
なだけのバイオメトリックデータを取得し処理してから承認の決定を下すことにより取引
を制御する。商業関係者や顧客は、クレジットカード詐欺が減り、その対策費用が還元さ
れなくなるため、やはり利益を得る。本発明システムは、犯罪者の識別や逮捕において法
の執行を援助する。犯罪者は、口座への不正アクセスが即座に特定されるため、不正を思
いとどまる。商業関係者は、取引時間が最短になることで利益を得る。本システムは、顧
客が署名する際、自動的に指紋を取得し、即座に処理を開始する。顧客は、カードを所持
する必要がなくなることにより、恩恵をこうむる。カードは紛失しやすく盗まれやすい。
署名は簡単に偽造され、暗証番号は犯罪者によって簡単に見つけ出される。カードは現金
の代替として有用だが、今や巧妙な犯罪者にとって現金と同じくらい流通性がある。本発
明システムは、クレジットカード、デビットカード、ＡＴＭカード、金券カード、プリペ
イドカード等あらゆるカードを財布からなくすことにより、最適な安全性を顧客に提供す
る。ＰＯＳ端末において、カード所持者が得る便益は、（１）カードを引き続き利用でき
る、（２）本発明システムのみを利用することもできる、（３）両方を交互に利用するこ
ともできることである。
【００２３】
本発明システムを使っての登録は、新しい銀行口座を開くのと似ている。申込者は、銀行
に名前、住所、電話番号、署名等の基本情報を提供する。１つ異なるのは、申込者の署名
中に本発明のスタイラスがその指紋データの取得を可能にすることである。ＰＯＳ端末に
おける登録は、署名確認に使われる現在のスタイラスを本発明のバイオメトリックスタイ
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ラスに交換して行う。最初に指紋を取得すれば、カードは必要なくなる。カード所持者が
次回同じ口座にアクセスする時は、署名するだけでよい。もちろんカードを引き続き使う
こともできる。
【００２４】
その口座はどのＰＯＳ端末においてもアクセス可能である。本人は、本発明のバイオメト
リックスタイラスを用いて署名する。このスタイラスは、登録に使用するスタイラスと同
一である。本人が署名すると、指紋が採取され、全登録指紋と比較され、一致が確認され
る。銀行が口座の残高が十分であると確認すれば、その口座から請求金額が引き落とされ
、取引が承認される。これで全てが完了する。
【００２５】
カード所持者は、ＰＯＳ端末において本発明のスタイラスを使うことにより、資金を新口
座に振り替えることもできる。カード所持者は、そのカードをカードリーダに通し、本発
明のスタイラスを使って署名する。指紋が採取され、カード所持者はクレジットカード銀
行に振替金額を知らせる。口座情報が交換され、次回からカードは必要ない。
【００２６】
本発明システムの借方取引形態は、借方取引、プリペイド取引、および金券取引に関して
顧客に優れた便益を提供する。前もって支払いを済ませた顧客には与信しない。この形態
は、信用評価、信用レベル、法的適格性に関わらず、誰にでも金銭システムを開く。顧客
は、銀行口座を必要としない。なぜなら、銀行を指定しなければ、その顧客の口座はシス
テム銀行に割り当てられるからである。
【００２７】
借方取引形態は、どのＰＯＳ端末、ＡＴＭ、銀行においても、現金、小切手、為替、また
はクレジットカードによる口座振替で開始する。顧客への与信がないため、必要な情報は
少なくて済む。登録は銀行と直接行うか、本発明のスタイラスを用いてＰＯＳ端末（本発
明システムに類似）において行う。借方取引形態は、ある種の取引において匿名性を提供
する。参加グループの規模が限定されている場合、例えば閉じた環境（ホテル、娯楽パー
ク等）の場合、スタイラスを指紋センサ無しで使っても良い。顧客が仮名を選択する場合
、認証は署名とスタイラスに組み込んだ他のバイオメトリックセンサとによって行う。本
来の身元は、指紋を使わないことおよび本当の身元を明かさないことにより保護される。
【００２８】
多くの小売店は、偽造の恐れがあるため小切手を受け付けない。本発明システムの小切手
確認形態は、ＰＯＳ端末において完璧な真贋認証を提供する。顧客は、小切手口座を開設
する際、本発明のバイオメトリックスタイラスを用いて登録する。小切手を書く時、銀行
が特定され、取引を承認する。本システムは、貸越防止も行う。小切手の署名確認は、本
発明システムに基づくＰＯＳ端末のさらなる便益である。この小切手認証プログラムは、
従来の小切手に取って代わることができる。
【００２９】
本発明システムは、閉じた環境において特に有用である。例えばホテル、カジノ、テーマ
パーク、図書館、大学キャンパス、客船、軍基地、刑務所、スポーツ複合施設等である。
これらは、地理的領域、提供するサービス、あるいはそれら両方が限定されている。本発
明のカードレス取引システムに参加すれば、客はホテル複合施設に登録するだけで、客自
身が本来身につけているバイオメトリック識別以外何も所持せずに、いつでもその施設の
便益を享受できる。
【００３０】
本発明システムは、複合施設入館時のバイオメトリックデータ登録と、客室へのバイオメ
トリックアクセスと、スロットマシンのバイオメトリックプレイと、ゲームテーブルでの
バイオメトリックプレイと、複合施設内の各現場でのバイオメトリックショッピングとを
含む。現場とは、例えばレストラン、ラウンジ、ブティック等である。
【００３１】
ホテル複合施設において登録しようとする客は、到着およびチェックインにおいて身元を



(9) JP 4712969 B2 2011.6.29

10

20

30

40

50

確認し、信用口座に入れる金額を選択し、滞在中に現場で使用するバイオメトリック識別
子を入力する。次に客が客室や信用口座にアクセスしようとするたびに、バイオメトリッ
ク識別子の一致によって身元が確認され、客は複合施設が提供する便益に参加できる。バ
イオメトリック識別子は、好ましくは人差し指と親指の指紋であり、スタイラスによって
検出する。このスタイラスは、手になじむ特別の感知グリップを有し、親指と人差し指の
指紋を適切に読み取ることが好ましい。グリップは透明である。スタイラスは携帯性があ
り、光学または撮像指紋センサを含むことが好ましい。指紋を読み取ると、指紋信号が転
送され処理される。客は、カジノ内の端末において自分の口座に金額を追加できる。
【００３２】
本発明のカードレス取引システムは、客室アクセスを可能にする。客がドアハンドルを握
りそれを回転させると、ドアハンドルを握るだけで客の身元が確認される。ほとんどのホ
テルの客室は、ラッチ式ドアを有する。客が客室へのアクセスを希望する場合、客は所定
箇所に親指を置いてラッチハンドルを握る。所定箇所は一般にラッチ部をドアに接続する
ための円筒の頂部である。客はラッチ部を押し、親指指紋が光学センサで読み取られる。
コンピュータは、その客室のアクセス登録者の親指指紋との一致を検索する。一致が確認
されれば、客室へのアクセスが可能となる。
【００３３】
本システムは、プレーヤがバイオメトリック手段だけで施設内のスロットマシンを使える
ようにする。レバー式スロットマシンは、前記ラッチ式ホテルドアと同様に動作する。プ
レーヤはハンドルを握り手前に引く。親指はレバー上の所定位置に置く。プッシュボタン
式スロットマシンの場合、プレーヤはプッシュボタンを押すことによりスロットマシンの
プレイを要求する。光学センサが指紋を読み取り、システムに登録してある全指紋との一
致を調べる。一致が確認されプレーヤの信用口座の残高がプレイに十分であれば、プレイ
が可能になる。バイオメトリック識別子は、賭け金をはるプレーヤは信用口座へアクセス
可能なプレーヤであることを保証する。バイオメトリック識別子は、不正使用を防止する
。コンピュータシステムに保存したプレイ金額は、プレーヤの身元確認後、利用可能にな
る。プレーヤが勝てば信用残高が増額され、プレーヤが負ければ信用残高が減額される。
【００３４】
本システムは、プレーヤが施設内の全テーブルゲームに参加することを可能にする。プレ
ーヤはそのテーブルに居ても遠隔の場所に居ても良い。本発明の原理は、カジノ内の全ゲ
ーム（例えばルーレット、クラップス、バカラ）に適用可能であるが、本明細書において
はブラックジャックに関連して説明する。プレーヤは、プレーヤステーションのプッシュ
ボタンを押すことにより信用口座へのアクセスを要求する。光学センサは指紋を読み取り
、システム内の全登録指紋との一致を検索する。身元が確認されプレーヤの信用口座の使
用可能残高がプレイに十分であれば、プレイ可能となる。プレーヤが勝てば信用残高が増
額され、プレーヤが負ければ信用残高が減額される。身元確認は、賭けのたびにバイオメ
トリック手段によって行う。図１８Ａおよび１８Ｂは、クラップスプレイにおけるバイオ
メトリック方法を簡単に説明する論理図である。
【００３５】
本システムは、レストラン、ラウンジ、ブティック等の現場において客による購入を可能
にすると共に、その複合施設に登録した信用残高へのアクセスを可能にする。客は、登録
時と同様にバイオメトリックスタイラスを握り、人差し指と親指の指紋を入力する。光学
センサが親指と人差し指の指紋を読み取り、システム内の全登録指紋と照合する。身元が
確認され、客の信用口座の使用可能残高が購入に十分であれば、購入がなされ、信用残高
はその購入金額だけ減額される。
【００３６】
本システムは、スロットマシン、テーブルゲーム等のギャンブルを持たないリゾートホテ
ル複合施設にも適用可能である。また本発明の原理は、客室を有さない単独カジノにも適
用可能である。単独カジノでの登録は、現場から離れた所の認可された第三者またはカジ
ノ自体で行える。
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【００３７】
本発明の身元確認をさらに完全に理解するため、添付図面を参照しながら本発明の現時点
で好適と思われる実施例を詳細に説明する。本発明はその基本的特徴を逸脱せずに多くの
実施形態が可能であるため、図面は例示および説明のみを目的とし、本発明の限界を定義
するものではない。全説明および全図面を通して同一参照番号は同一部材を示す。
【００３８】
（発明を実施するための最良の形態）
図面を参照しながら説明を行う。図１は、本発明の身元確認システムの好適実施例を広く
示す。このシステムは、グリップ４に指紋センサを備えたスタイラス２と、デジタル筆記
パッド５と、データ入力キーパッド６と、デジタル表示装置８と、プロセッサ７とを有す
る。
【００３９】
スタイラス２は、署名者のバイオメトリック特性を取得するセンサを含む。プロセッサ７
は、取得した情報を処理し、身元が確認されれば、口座へのアクセスを許可するか、入室
を許可するか、特権を許可するかを決定する。好適実施例において本システムは、署名者
が基本識別子を入力することを可能にする。この基本識別子は、一連の文字、テキストに
変換した会話（会話認識）等である。基本識別子は、署名者の署名、誕生日（誕生年）、
郵便番号、母親の婚前の姓、暗証番号、パスワード等である。
【００４０】
本発明の身元確認システムのバイオメトリックスタイラス２は、グリップ４内に指紋像セ
ンサを備え、人差し指と親指の指紋を検出する。他のバイオメトリックセンサをさらに備
えても良い。例えば圧力センサ（先端およびグリップ）、加速度計、ジャイロスコープ、
先端に対する人差し指の位置を検出するセンサ、人差し指に対する親指の位置を検出する
センサ等である。ただしこれらに限定されない。図２０は、複数のバイオメトリックセン
サを使って口座確認をする場合の概略論理図である。
【００４１】
本発明の身元確認システムのバイオメトリックスタイラス２は、独特のグリップ４（図２
Ａ、２Ｂ）に内蔵した指紋センサを有する。使用中に人差し指と親指の電子画像を抽出す
る。その後、顧客は同様のスタイラスを使い、１セットの指紋を提供する。これら指紋は
、正規ユーザの指紋と比較し、両者が一致するか否かが決定する。２つの指紋を使うこと
で誤りを著しく減らせる。スタイラス２は偽造を阻止する。たとえ署名が一致していても
、指紋は一致しないからである（筆記した内容は重要でない）。スタイラス２は、世界中
の銀行、ＰＯＳ端末、政府機関が提供する。バイオメトリックスタイラス２の原理は、ス
タイラス２に内蔵した他のバイオメトリック手段と共に、ほぼ完璧な身元確認を実現する
。デジタルシステムは、指紋の各特徴点の類似性、数、関係を比較することにより指紋を
評価する。
【００４２】
図６Ａおよび６Ｂは、本発明の身元確認システムを使用した登録処理を示す概略論理図で
ある。最初に顧客は、特製スタイラス２を用いて署名し、法定貨幣を交換し、銀行やＰＯ
Ｓ端末に登録を行い、口座を開く。この口座は、借方口座、預金口座、小切手口座、信用
口座等である。顧客が与信を求める場合、さらに多くの情報が必要になる。この後、顧客
が商品やサービスに対する支払いのため口座へのアクセスを希望する場合、顧客はスタイ
ラス２を用いて署名する。顧客がＰＯＳ端末において信用口座へのアクセスを希望する場
合、顧客はスタイラス２を用いて署名する。するとコンピュータは、比較処理を行うため
に適切なファイルを検索する（図７Ａ、７Ｂ）。
【００４３】
本発明の身元確認システムのさらに他の好適実施例において、スタイラス２に他のバイオ
メトリックセンサを定期的に追加し、必要な情報の全てを金融機関に提供する。この場合
、追加センサがスタイラス２の重量やバランスに影響を与えないようにし、指紋や署名の
生体測定が変化しないようにする。
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【００４４】
登録が金融機関以外の場所、例えばＰＯＳ端末で発生する場合、顧客は法定貨幣を商人に
払い（プリペイド口座または金券口座）、商人はそれと交換に顧客の口座を開く。金融機
関は商人と連結しているため、顧客は銀行との関係がなくても口座を開ける。このような
口座は、顧客が指紋を使いたくなかったり、後述するようにプライバシーの点から顧客が
仮名を選択する時に開かれる。
【００４５】
バイオメトリック識別子は、好適には人差し指と親指の指紋であり、スタイラス２によっ
て検出する。スタイラス２は、特別の感知グリップ４を有することが好ましい。このグリ
ップ４は、手になじみ、親指と人差し指の指紋を有効に読み取ることができる。グリップ
４は透明である。スタイラス２は、携帯性があり、光学センサまたは画像センサを含むこ
とが好ましい。読み取った指紋像はさらに処理される。一好適実施例において、バイオメ
トリックスタイラス２は、起動用温度センサを含む。このセンサは当業者に良く知られて
おり、エレベータの熱センサと同様、接触する手の熱を感知する。
【００４６】
他の実施例において、スタイラス２の先端は、従来の万年筆２である。スタイラス２の方
向は、内蔵の指紋センサに揃える。指紋センサは、スタイラス２の表面に配置することが
好ましい。２つの追加センサをスタイラス２の隣接側面に配置することが好ましい。この
構成は、検出した指紋像の再現性を確保する。
【００４７】
右利きの場合、人差し指が先端に揃い、親指がスタイラス上面の左側に接触する。左利き
の場合、人差し指が先端に揃い、親指がスタイラス上面の右側に接触する。申込者の人差
し指と親指の指紋を取得し、照合用の人差し指および親指指紋と比較すれば、誤りは著し
く減る。バイオメトリックスタイラス２またはグリップ４が利用できない場合、手作業で
従来の身元確認を行う。このように、スタイラス２内のセンサは各指紋を読み取る。
【００４８】
スタイラス２は特製センサグリップ４を有する。このグリップは、手になじみ、人差し指
と親指の指紋を適切に読み取れる。スタイラス２の断面は一般に方形であり、丸みを帯び
たコーナを有する。親指および人差し指用の表面は、わずかにくぼんで凹面をなす。図５
Ａ、５Ｂ、５Ｃ、５Ｄ、および５Ｅは、様々なグリップ構造の実施例を示す。これらは従
来のスタイラスや鉛筆と互換性がある。グリップ４は、筆記パッドへの接続コードを有し
、センサを内蔵する。図５Ｅは、涙滴形状であり、合わせ目が上を向いている。申込者は
、この合わせ目を上に向け、人差し指を合わせ目の片側に起き、親指をその反対側におく
。この実施例は、申込者が右利きであろうと左利きであろうと、２つのセンサだけで間に
合う。また凹凸形状の組合せは、指紋像センサによって二つの指紋の大部分を検出するこ
とを可能にする。図３Ａおよび３Ｂは、Ｕ字型グリップ４と、そのセンサによって取得し
た画像とを示す。
【００４９】
一変更形態において、バイオメトリックスタイラス２は、プラスチック被覆し光ファイバ
ケーブルを内蔵した中空チューブによって、パッド表面またはカウンタに取り付ける。こ
の光ファイバケーブルを介し、指紋像をプロセッサに転送する。このプロセッサはパッド
表面またはカウンタに内蔵する。スタイラス２は、センサを内蔵する。他の変更形態にい
て、バイオメトリックスタイラス２は携帯可能である。このスタイラス２はセンサを内蔵
するが、指紋信号はプロセッサに送信して変換および保存する。親指および人差し指の指
紋は、システムプロセッサに保存し、後からの比較処理に使う。商品およびサービスの提
供者は、同様のスタイラス２を有し、客はこのスタイラスを使って身元を確認し、信用口
座にアクセスする。
【００５０】
他の実施例において、グリップ４は従来のスタイラスや鉛筆と互換性がある。指紋センサ
は、グリップ４内に配置する。グリップ４は、対称形状の立方体でへこんだ側面を有する
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ことが好ましい。電力コードをグリップ４に固定し、センサに電力を供給すると共に、盗
難を防止する。スタイラス２が消耗したり壊れたら、別の従来のスタイラスと容易に安価
に交換できる。またグリップを一般的なサイズとすることにより、異なるサイズのバイオ
メトリックスタイラスを用いることによるバイオメトリック特性の変化を防止できる。グ
リップの構造は、親指と人差し指の指紋をできるだけ広く良好に読み取れるよう設計する
。いくつかの好適実施例は、凹面立方体（図４Ｃ）、拡大円筒空間部（添付図面）を含ん
でも良い。グリップ４は透明であることが好ましく、自己整合的に設計する。すなわち顧
客がスタイラスを使う際、センサを配置したグリップ部分を握るよう設計する。図４Ｂは
、リップを使用した自己整合形状を示す。この形状は、第３センサを使わずに左利きおよ
び右利きに対応できる。図４Ｄは、万年筆型スタイラスであり、ペン先の向きが自己整合
を実現している。
【００５１】
スタイラス２の電源部は、スタイラス２の本体に内蔵できる。このスタイラス２は携帯性
がないことが好ましく、電力コードを含む。この電力コードは、盗難防止用にタブレット
のコーナに固定する。スタイラス２は、指紋像センサ構成を含み、指紋信号を転送して処
理する。光ファイバケーブルは、指紋像をプロセッサに伝送する。このプロセッサは、パ
ッド表面またはカウンタに存在する。スタイラス２は、センサ構成を含む。
【００５２】
多数の顧客を扱う取引の場合、システムが顧客の身元確認のために何百万ものファイルを
連続処理しなくて済むよう、処理計画を立てねばならない。
【００５３】
与信タイプのカードの主な目的の一つは、検索用の基本識別子を提供することである。本
発明のシステムを世界規模で適用する場合、数百万人の顧客を一人一人区別しなければな
らない。各取引についてそのような多数のレコードを検索する駆動装置を持つのは実際的
でない。
【００５４】
従来のクレジットカード処理における基本識別子は、刷り込んだ名前、刷り込んだ暗証番
号、または磁気帯（スマートカード）に保存した情報である。
【００５５】
カードに取って代わるため、本システムは少なくとも１つの基本識別子を含むことが好ま
しい。基本識別子は、例えば誕生日（６桁コード）、郵便番号、暗証番号、印刷した名前
等である。数字データは、言語や翻訳の問題がないので好ましい。アラビア数字は、基本
的に世界の標準である。
【００５６】
いくつかの基本計画が必要である。指紋は顧客が右利きか左利きかを判断できるため、顧
客の利き腕に該当しないレコードは処理中に即座に捨てることができる。一好適実施例に
おいて、署名を第１のバイオメトリックデータとして処理する（指紋を用いない場合）。
筆跡が似ていない登録ファイルは除外することができる。人差し指と親指の指紋は、次に
使用するバイオメトリックデータである。一方の指紋あるいは両指紋とも判読不能であれ
ば、顧客にそれを通知し、取引を拒否する。指紋が判読可能であれば、残りの登録レコー
ドに対してその指紋をチェックする。各取引の指紋は保存し、その顧客のさらに良好な指
紋データとして将来の取引に利用する。
【００５７】
一好適実施例において、数字を使い（図１０）確認処理をスムースにする。顧客は、郵便
番号や暗証番号を入力する。この数字は、署名の前にチェックされる。郵便番号は顧客が
自国民あるいは外国人である場合に好ましく、暗証番号は取引が地域的である場合に好ま
しい。
【００５８】
本発明の確認システムの原理が特に適用可能なカード取引には、２つの基本タイプがある
。
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【００５９】
１つは信用取引である。顧客は自身の身元を確認し、金融機関は与信のための信用状態を
決定する。登録時に正確な身元確認を行うことが重要である。これにより与信履歴を適切
にアクセスし分析する。
【００６０】
他の１つはプリペイド取引または金券取引である。顧客は預金を行い、それを後から使用
する。
【００６１】
本発明の一好適実施例において、プリペイド取引または金券取引では、顧客の正確な身元
は調べない。本発明の一好適実施例において、スタイラス２はオンオフスイッチを含む。
オフ位置の時、指紋センサは使われず、身元確認は指紋を検出せずに行われる。この実施
例においては署名が主たるバイオメトリックデータである。顧客が実名を保留して仮名で
署名した場合、本システムは顧客の実名や指紋なしにその取引を処理する。仮名で口座に
アクセスする限り、本発明の身元確認システムの使用中における匿名性は保証される。
【００６２】
２つのスタイラスを使うことによっても同様の結果が得られる。（１）指紋センサを含む
スタイラス２であってプライバシー問題がない取引に使う。（２）指紋センサを持たない
スタイラス２であって金券口座やプリペイド口座に使う。さらに他の好適実施例において
、指紋センサをグリップ４に内蔵し、指紋を使用しない場合はそのグリップ４を取り外す
。必要なことは、各人がその口座にアクセスでき、システムがほぼ完璧な再現性を提供す
ることである。もちろん顧客は、口座にアクセスするための別名を記憶せねばならない。
この方法は、個人のプライバシーを心配する人にとって特に魅力的である。なぜならその
ような人達は、スタイラス２を使用してブラインド取引に参加することがあるからである
。顧客は、特別の端末へ行き、バイオメトリックスタイラス２によって身元確認を行い、
月間報告書のプリントアウトを要求し、それを手に入れることができる。
【００６３】
顧客総数が５０，０００人以下の取引を行う場所は、リゾート、ホテル、大学、寮、テー
マパーク、刑務所、客船等の閉じた環境である。この程度の数の登録者の場合、基本識別
子は必要ない。しかし基本識別子を用いれば、取引時間を短縮しシステム効率を向上でき
る。
【００６４】
本発明の身元確認システムは、クレジットカード所持者に対して、バイオメトリックスタ
イラス２（図８の概略論理図）を使用することにより口座の変換を可能にする。変換処理
は、カード所持者がスタイラス２を利用するかカード自体を提出することにより可能にな
る。カード所持者がスタイラス２を用いて署名すると、オペレータはカード所持者のため
にカード記録にアクセスし、本発明の確認システムにおいて記録コピーを作成する。次に
カード所持者は、カード信用残高から法定貨幣を新口座に振替える。利用可能な全残高が
振替えられると、クレジットカードは破壊される。図９は、本発明の身元確認システムの
変更形態に基づく支払い選択装置である。顧客はこの装置を使って支払い口座を選択する
。
【００６５】
クレジットカード所持者は、そのカードを使ってＰＯＳ端末において新口座を開設できる
。カード所持者は、カードリーダにカードを通し、バイオメトリックスタイラス２を使っ
て署名する。バイオメトリックデータが取得され、カード所持者は、クレジットカード銀
行に対し、新口座へ振替えるべき金額を知らせる。口座情報が交換された後そのカードは
必要なくなる。
【００６６】
当業者には様々のデジタル筆記パッドが知られている。米国特許第５，６５２，４１２号
（ラッツオウニ）は、筆記表面上のスタイラスの現在位置座標情報を読み取り格納する装
置を開示する。このシステムは、ピクセルパターンをあらかじめ記録した用紙を提供する
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。各ピクセルは符号化した位置情報を含み、この情報は用紙上の一意の絶対座標位置を特
定する。このシステムは、用紙に書かれた情報を記録すると共にその情報をメモリに記憶
できる。米国特許第５，０５１，７３６号（ベネット等）、米国特許第５，４７７，０１
２号＊＊（セケンドゥール）、および米国特許第４，６８８，９３３号（ラペイレ）は、
他のデジタル筆記パッドを開示する。また米国特許第５，２６３，７４２号（コッホ）は
、指紋システムを開示する。このシステムは、指紋が結像した接着剤を介して放射エネル
ギを反射し、感光表面に指紋のコピーを作成する。米国特許第５，７０９，７４６号（バ
ラード）は、自立型指紋キットを開示する。
【００６７】
バイオメトリックスタイラス、署名、およびスタイラス２とデジタル筆記パッドとの組合
せによって取得可能なバイオメトリックデータは、数億人の顧客を区別するのに十分だが
、効率的な検索方法が必要である。
【００６８】
署名検出システム技術は格段の進歩を遂げたが、署名はバイオメトリックデータとして最
良ではない。筆跡や署名は時と共に変化し、書くたびに変化するので、絶対の一致はあり
得ない。しかしながら署名は法的目的で必要である。従ってあらゆる確認システムは、署
名確認をいずれにしても含む必要だある。取引ごとの署名を保存し、将来の取引において
その顧客の身元確認の精度を上げるために使う。
【００６９】
全ての必要なバイオメトリックデータは、スタイラス２によって取得できる。基本的なバ
イオメトリックデータは、人差し指の指紋であり、他の基本的なバイオメトリックデータ
は親指の指紋である。二次的なバイオメトリックデータとして、署名、スタイラス先端圧
力、スタイラス握り圧力、加速度計、ジャイロスコープ、人差し指の位置、人差し指に対
する親指の位置等がある。
【００７０】
タイマは、署名に関連する生体測定を行う上で極めて有用である。タイマは、加速および
減速、署名にかかった時間、スタイラス２がデジタル表面から持ち上げられるまでの時間
、名前記入時間、ミドルネーム記入時間、姓記入時間を決定する上で有用である。
【００７１】
基本識別子用の英数字は、（１）デジタル筆記パッド、（２）マウスとＣＲＴ、（３）タ
ッチパネル、（４）音声および会話認識、および（５）筆記表面に内蔵したキーパッドに
よって提供可能である。
【００７２】
対象人数が多い場合、一好適実施例は１つ以上の基本識別子を伴う。承認が拒否された場
合、他の基本識別子で検索を行って補完する。
【００７３】
銀行はクレジットカード偽造が解消するので利益を受ける。本発明の身元確認システムは
、犯罪者にとって難攻不落である。銀行は全ての取引を制御する。銀行は、承認前に必要
なだけのバイオメトリックデータを取得し処理できる。商業者および顧客は、消費者詐欺
コストのつけがなくなるため、やはり利益を受ける。指紋は身元確認の明確な証拠として
世界中で認められており、本システムの鍵である。各指は１００以上の区別可能な点を含
み、経年変化しない。商業者は取引時間が最短になって利益を受ける。本発明の身元確認
システムは、顧客が署名してから取引が承認されるまでの時間を最短にする。本システム
は、顧客が署名すると自動的に指紋データを取得し、即座に処理を開始する。現金を伴わ
ないすべての取引は、いずれにしても署名して支払い義務を果たさねばならない。顧客は
行列で待つことがなくなり、取引能率が向上し、利益を受ける。カードは簡単に紛失した
り盗まれたりする。署名は簡単に偽造される。暗証番号は犯罪者によって簡単に見つけ出
される。カードは現金よりも所持が簡単だが、巧妙な犯罪者にとってカードは現金と同じ
くらい流通性がある。本発明の身元確認システムは、あらゆるクレジットカード、デビッ
トカード、ＡＴＭカード、金券カード、プリペイドカード等を財布から追放するので、最
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大の安全を顧客に提供する。
【００７４】
図２Ａに示すように、本発明の身元確認システムは、バイオメトリックスタイラス２を使
用する。このスタイラス２は、独特のグリップ４に指紋像センサを内蔵し、署名中に人差
し指と親指の電子像を抽出する。次に申込者は、同様のスタイラス２を使って１セットの
指紋を提供し、正規ユーザの指紋と比較され、一致するか否かが決定される。２つの指紋
を使うことにより、誤りは著しく減少する。スタイラス２は偽造を防止できる。なぜなら
スタイラスで書いた内容は重要でないからである。スタイラス２は、世界中の銀行、ＰＯ
Ｓ端末、政府機関によって提供される。
【００７５】
一好適実施例において、バイオメトリックスタイラス２の原理は、署名確認技術と組合せ
、申込者とその書いた内容とを識別できる。利き腕の人差し指と親指との指紋は最も一般
的なバイオメトリックデータであるため、一度それらを採取すれば、他の接触（例えばキ
ーパッド）データと比較できる。他の好適実施例において、デジタル筆記パッドを使用し
、それに対するスタイラス２の位置により筆記したテキストを決定できる。筆記表面の光
学センサは、署名または筆記内容を読み取り、指紋と組み合わせて使うことができる。本
システムは、筆記表面にキーパッドを含めることにより、顧客が暗証番号を入力できる。
このキーパッドは、光学センサの代替として設置できるし、それに加えて設置しても良い
。
【００７６】
スタイラス２に好適な指紋センサは、多くの種類がある。これらを好適な順に説明する。
【００７７】
ベルディコム社は、ＣＭＯＳチップを使用する。これらチップは薄い誘電体層で被覆され
る。指をチップに乗せると、各センサはコンデンサの底部プレートとして働き、指の表面
は上部プレートとして働く。ベルディコムのチップは、切手ほどの大きさであり、ラップ
トップコンピュータやキーボードに容易に内蔵できる。付属回路は、各センサの静電容量
を測定する。指先の「谷」はチップから遠く低い静電容量を示す。指先の「稜線」は高い
静電容量を形成する。チップの誘電技術は、敏感なシリコンチップに人が触れても破壊を
招かないことを実現する。誘電体は、化学的および機械的に強靱であり、人の指が繰り返
し触れることを可能にし、電気的に敏感であって十分指紋を採取できる。ＣＭＯＳ指紋セ
ンサの他の供給会社はジーメンスおよびハリスである。
【００７８】
アイデンティケータテクノロジ社は、ＤＦＲ－２００リーダとそのソフトウエアアルゴリ
ズム技術とを使う。マッチ箱ほどの指紋リーダは、指紋抽出と一致とを１秒以下で行う。
ユーザは、会社のネットワークに入るにあたり、ＩＤとパスワードを入力する代わりに、
パソコンに固定した小型リーダのガラスレンズに指を置くだけである。この装置は、指紋
のコピーを取り、数千の指紋データベースとの比較を１秒以下で行う。アイデンティケー
タ指紋センサは、パソコン上での安全なユーザ確認を可能にする。
【００７９】
アイデントリクスのタッチセーフパーソナルは、最新の指紋確認リーダである。このリー
ダは、ポータブルコンピュータ、デスクトップコンピュータ、またはサーバ上で動作し、
指を置くことを支援する。タッチセーフパーソナルは、内部３２ビットＲＩＳＣプロセッ
サと、小型光学系と、暗号化シリアル通信とを使用する。この光学スマートカードリーダ
は、照合用指紋や機密データを格納できる。アイデンティクスタッチプリント６００ライ
ブスキャンワークステーションは、指紋システムであり、押印した指紋をスキャンし取得
することによって法定品質のテンプリント記録を作成する。
【００８０】
本発明システムによる登録は、新しい銀行口座の開設と似ている。申込者は銀行に基本情
報すなわち名前、住所、電話番号、署名を提供する。唯一異なるのは、特製スタイラス２
を使うことにより、申込者が署名する時に銀行はデータを採取できることである。これら
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バイオメトリックデータは、人差し指と親指の指紋と、ペン先圧力と、握り圧力とを含む
。
【００８１】
その口座は、どのＰＯＳ端末からもアクセス可能である。利用者は登録時と同一のスタイ
ラス２を使って署名する。バイオメトリックデータが採取され、全登録者のバイオメトリ
ックデータと比較され、一致するか否かが決定される。次に銀行は、その口座に十分な資
金があることを確認し、口座から指定金額を減額し、取引を承認する。これで全て完了で
ある。
【００８２】
クレジットカード所持者は、そのカードを使ってＰＯＳ端末において新口座を開設できる
。カード所持者はカードリーダにカードを通し、バイオメトリックスタイラス２を使って
署名する。バイオメトリックデータが取得され、カード所持者はクレジットカード銀行に
対し新口座へ振替えるべき金額を知らせる。口座情報が交換された後、そのカードは必要
なくなる。
【００８３】
自動化されたシステムは、指紋の特長の類似性、数、関連性を考慮することにより指紋の
一致を示し指紋を評価する。指紋の検索および一致は、指紋の各詳細点にＸＹ座標を与え
、流れの方向を与え、他の詳細点との関係を与えて行う。人は商業取引において、いずれ
にせよスタイラス２を使うのだから、スタイラス２と筆記パッドにセンサを使用するのは
当然であり、これによって身元を確認できる（プラスチックカードは不要である）。
【００８４】
本発明の身元確認システムのさらに別の好適実施例において、必要に応じて他のセンサを
スタイラス２に追加する。これによって安全性を高め詐欺を減少させる。追加のセンサは
、例えばペン先圧力を測定する圧力センサ、握り圧力を測定する圧力センサ、筆記速度を
測定するためにスタイラス先端に取り付ける加速度計、スタイラス２の角度を測定するた
めにスタイラス２の上端に配置するジャイロスコープ、先端に対する人差し指の位置を測
定するためにスタイラスグリップ４に内蔵する熱センサ、人差し指に対する親指の位置を
測定するためにスタイラスグリップ４に内蔵する位置センサである。さらに追加のセンサ
として、署名速度を測定するセンサ、顧客の指温度を測定するセンサ等がある。これらバ
イオメトリック識別子は多少の変動を伴うものの、銀行は必要なだけいくらでもそれらを
使い、口座へのアクセスを希望する人物の承認に役立てることができる。
【００８５】
完璧なシステムは、正規の人物には常に口座へのアクセスを許可し、その他の者は常に拒
絶する。このため同一性の決定が疑わしい時は、基本識別子とバイオメトリックデータ（
主および副）に加え、他の人的情報を分析し、本発明システムの完璧動作を確保する。こ
のような人的情報は、登録者の基本居住地に対する取引要求地、登録者が同様取引を行う
頻度、登録者が過去２４時間に別の取引をしたか否か、およびその取引の場所等を含む。
【００８６】
さらに別の実施例において、グリップ４は従来のスタイラスや鉛筆と互換性がある。グリ
ップ４内に指紋センサを配置する。グリップ４は対称形状の立方体で、へこんだ側面を有
することが好ましい。電力コードをグリップ４に固定し、センサに電力を供給すると共に
盗難を防止する。スタイラス２が消耗したり壊れたら、別の従来のスタイラスと容易に安
価に交換できる。グリップを一般的なサイズとすることにより、異なるサイズのバイオメ
トリックスタイラスを用いることによるバイオメトリック特性の変化を防止できる。
【００８７】
本発明の身元確認システムの主たる応用として、（１）運転免許証登録および確認、（２
）投票者登録および確認、（３）法の執行、（４）クレジットカード確認、（５）銀行の
全取引、（６）大学生および高校生の学費援助申請および受験者身元確認がある。
【００８８】
本発明のシステムのさらに他の実施例において、バイオメトリックスタイラス２は、１つ
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以上の基本識別子と組合せて身元確認を行うことにより、クレジットカードやデビットカ
ード等に取って代わる。基本識別子は、電話番号、名前、地域コード、郵便番号等である
。本システムは、基本識別子に基づいて初期検索を行うことにより検索領域を絞り込む。
身元確認は、指紋に基づいて承認または拒否する。他の好適実施例において、指紋センサ
に加えて他のバイオメトリックセンサを使用する。
【００８９】
閉じた環境において単一目的カード、ハウスカード、デビットカード等に置き換えて本発
明の原理を適用する方法を図１１Ａ、１１Ｂ、１１Ｃに詳しく示す。これら図は様々な閉
じた環境（ホテルカジノ、単独カジノ、ホテルリゾート）を示す。ＰＣＴ出願第９７／０
５７３６号（ブラックおよびダイクマン）は、稼働中のゲーム（ブラックジャック、ルー
レット、クラップス等）に関する全情報をカジノに取得させるシステムを開示する。この
システムは、スキャナ、ハウスカード、対話式モニタを使用する。カジノは各プレーヤの
識別、各プレーヤの賭け金、各プレーヤの賭け決定、各ゲーム台の金額を確認できる。例
えば米国特許第５，３２６，１０４号、米国特許第５，３４０，１１９号、米国特許第５
，５６６，３２７号（セール）を参照できる。図１２Ａ、１２Ｂ、１２Ｃは、各々図１１
Ａ、１１Ｂ、１１Ｃのシステムに使用する本発明の主要部を示す機能ブロック図である。
【００９０】
本発明システムは、複合施設への入場の際のバイオメトリックデータ登録、客室へのバイ
オメトリックアクセス、レストラン、ラウンジ、ブティック等複合施設内の現場における
バイオメトリックショッピング、スロットマシンのバイオメトリックプレイ、ゲームテー
ブルでのバイオメトリックプレイを含む。
【００９１】
本発明のシステムに参加するには、客は登録中にバイオメトリックオプションを選択し、
身元を確認し、信用口座への入金金額を選択し、滞在中に現場で使用するバイオメトリッ
ク識別子を入力する。その後、客が客室や信用口座にアクセスするたびに、バイオメトリ
ック識別子の一致によって身元が確認され、客はその複合施設が提供する全サービスに参
加できる。
【００９２】
選択可能なバイオメトリック識別子は手の紋様を含む。人はスロットマシン、キーパッド
、ドアラッチ、スタイラス２等の装置を手で操作するからである。手の紋様として掌紋、
全指紋等があるが、親指と人差し指の指紋が好適である。その理由は後述する。登録の際
、客は滞在中に参加する場所を選択するよう求められる。
【００９３】
第１のオプションは、従来の身元確認である。この場合、客は現金、チップ、クレジット
カード等を所持し、客室、カジノ内のテーブルゲーム、カジノ内のスロットマシン、店舗
、ラウンジ、レストラン、娯楽など複合施設内の各エリアにアクセスする。
【００９４】
第２のオプションは、ＰＣＴ出願第９７／０５７３６号（ブラック等）が開示するシステ
ムである。客はホテル施設内でキーカードを使う。ルームキーはクレジットカード状であ
り、部屋へのアクセスを可能にする。ルームキーの反対側は登録中に加えた金額を保存す
る。これにより、客は滞在中そのカードを使って商品やサービスに対する支払いができる
。ただしこれら商品やサービスの代金をカバーするに十分な残高が信用口座になければな
らない。信用口座の金額がなくなると、客は金額を追加するか別の支払い方法を用いる。
【００９５】
不正者によるカード利用を防止するため、ユーザは使用前に身元確認を行う。暗証番号は
識別目的に有効だが、金額が大きい場合はより安全な方法が必要である。このシステムの
選択可能な身元確認識別子は、親指指紋である。指紋はチェックイン時に登録し、デジタ
ル化され、客用ファイルに保存される。キーカードは客と指紋とを照合するデータを格納
する。客はキーカードをカードリーダに挿入することにより、信用口座へのアクセスを要
求する。親指指紋が一致すると、アクセス可能になる。
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【００９６】
このキーカードシステムは、第１のオプションに記した従来システムと完全に互換性があ
る。２つのシステムは平行して動作可能である。客によって第１オプションを使ったり第
２オプションを使ったりする。同一の客がキーカードシステムをしばらく使い、好きな時
に従来システムに切り替え、再びキーカードシステムに戻ることも可能である。
【００９７】
第３のオプションは、本発明の処理制御システムである。これは従来方法、キーカードオ
プション、両方の組合せ、あるいはその他システムに対して互換性がある。キーカードシ
ステムにはバイオメトリック技術の使用が好ましい。本発明システムはキーカードを完全
に排除できる。客は、単に生体測定を使うだけで、複合施設のどこからでも信用口座にア
クセスできる。
【００９８】
最適なバイオメトリック識別子は、右利きの場合は右手親指と人差し指の指紋、左利きの
場合は左手親指と人差し指の指紋である。これら指紋は従来の手段によってシステムプロ
セッサへ送る。客は親指と人差し指を透明ボタンの上に乗せる。指紋が読み取られ、後の
使用のためにデジタル化される。指紋の確認は、登録システムと同様の光学センサにより
複合施設内の全ＰＯＳにおいて実行できる。
【００９９】
全ＰＯＳ取引におけるバイオメトリック身元確認の他の手段は、スタイラス２である。ホ
テルはスタイラス２を使うことにより、チェックイン時に客が提出する署名を識別子とし
て利用できる。
【０１００】
本発明システムにおける他の登録方法は、特製バイオメトリックスタイラス２を使う。バ
イオメトリック識別子は人差し指と親指の指紋であり、スタイラス２によって検出する。
スタイラス２は、手になじみ親指と人差し指を良好に読み取れる特製感知グリップ４を有
することが好ましい。グリップ４は透明である。スタイラス２は携帯性があり、光学また
は撮像センサを含むことが好ましい。読み取り終了後、指紋信号が送出され処理される。
客はカジノの全端末において口座に金額を追加できる。
【０１０１】
スタイラス２を使う場合、人はそれを人差し指と親指で握り、平面上で筆記を行う。スタ
イラス２は２つの隣接する平らな表面を有する。これら表面は指紋採取に最適に構成され
る。客が右利きであれば、人差し指を読み取る表面は第２表面の右側である。客が左利き
であれば、人差し指用表面は第２表面の左である。いずれの場合も第２表面は客の親指を
読み取るために使う。スタイラス２はセンサを内蔵し各指紋を読み取る。
【０１０２】
指紋取得確認システムは、トムソンＣＳＦセミコンダクタスペシフィク（ＴＣＳ）および
オックスフォードマイクロデバイス社が販売している。ＴＣＳのフィンガーチップ（登録
商標）シリコンチップ指紋センサおよびオックスフォードのＡ２３６ビデオデジタル信号
プロセッサチップを共に利用し、完全にプログラム可能な最適指紋取得確認システムを構
成する。フィンガーチップ（登録商標）は、わずか２ミリＸ１７ミリであり、チップの保
護表面に乗せた客の指紋像を取得する。その表面に指を横切らせると、指紋像が一連のビ
デオ画像から再構築されデジタル化される。画像データはトムソンが所有するアルゴリズ
ムによって処理および再構築される。その後、指紋確認が行われる。
【０１０３】
バイオメトリックスタイラス２の他の形態は、光学センサと画像形成（図１７Ａおよび１
７Ｂ）を用いる。１つ以上のセンサは光電検出処理システムに対して適合性を有すること
が好ましい。このセンサは、チェックインの際、新しく生体測定を行う。センサはプロセ
ッサと連携する。このプロセッサは指紋を保存して後からそれを利用する。このプロセッ
サは、新しく入力したバイオメトリックデータが照合用バイオメトリックデータと一致す
れば、信用口座へのアクセスが可能であることをＰＯＳ取引担当者に知らせる。
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【０１０４】
光電システムは、システム精度を向上するためのレーザ源を含み、フーリエ変換を利用す
る。フーリエ変換は、パターン認識技術の様々な応用分野で実現されている。センサは、
一致フィルタとバイオメトリック指紋との相対角度に対する感度が極めて高い。
【０１０５】
バイオメトリックスタイラス２表面の指紋領域は、指紋読取り可能であり、透明で、リア
ルタイムで角度方向を検出し、リアルタイムで応答する。バイオメトリックスタイラス２
の指紋領域には親指および人差し指を置く。
【０１０６】
レーザからの光は親指および人差し指の先端を照らし、親指および人差し指からの反射光
は符号ビームとして球状レンズを通過する。球状レンズは背面に位置する照合フィルタに
ビームを投影する。照合フィルタは、照合用親指指紋および人差し指指紋の像を複素空間
フーリエ変換によって表現する。これら照合用画像は、コヒーレント光によって写真媒体
、熱可塑性媒体、光熱可塑性媒体等の適切な記録媒体に生成する。
【０１０７】
一致を検出するため、ユーザは親指または人差し指を回転させ、その親指のフーリエ変換
を、保存した認証済み親指指紋のホログラム像と照合する。ユーザが親指を回転させると
、相関処理が行われる。この処理は、両画像の角度が一致し相関信号が提供されるまで連
続的に行う。
【０１０８】
このフーリエスペクトル比較は、面内における画像のずれに影響されず、面内における尺
度の相違に影響されない。この処理は自動的に波面内相関信号を形成し、絶対的にリアル
タイムである。これは２次元空間比較の実行の結果である。
【０１０９】
感光素子は照合フィルタの背面に配置する。感光素子の出力コマンド信号は、保安アクセ
ス部に接続する。保安アクセス部は、例えば客室解放部、スロットのトリガ部である。ス
ロットのトリガ部は、スロットマシンの回転ドラムに接続し、それを回転させる。本発明
の保安アクセスシステムは、あらゆる機械的、電子的、空気的施錠制御に適合性がある。
これら施錠制御は、光電素子からのコマンド信号に応答する。
【０１１０】
バイオメトリック識別子を利用した光電施錠システムは当業者に良く知られている。米国
特許第５，１３８，４６８号（バーベネル）はキーレスホログラムロックを開示する。米
国特許第４，８７６，７２５号（トムコ）は光学指紋確認システムを開示する。
【０１１１】
スタイラス２は特製感知グリップ４を有する。このグリップは手になじみ、良好な読み取
りを可能にする。スタイラス２の断面は一般に方形であり、丸みを帯びたコーナを有する
。親指および人差し指用の表面は、わずかにくぼんで凹面をなす。
【０１１２】
一変更形態において、バイオメトリックスタイラス２は、プラスチック被覆し光ファイバ
ケーブルを内蔵した中空チューブによって、パッド表面またはカウンタに取り付ける。こ
の光ファイバケーブルを介し、指紋画像をプロセッサに転送する。このプロセッサはパッ
ド表面またはカウンタに内蔵する。スタイラス２はセンサを内蔵する。他の変更形態にお
いて、バイオメトリックスタイラス２は携帯可能である。このスタイラス２はセンサを内
蔵し、指紋信号をプロセッサに送信して変換および保存する。親指および人差し指の指紋
はシステムプロセッサに保存し、引き続いて行う比較の対象として使用する。商品および
サービスの提供者は同様のスタイラス２を有し、客はこのスタイラスを使って身元を確認
し、信用口座にアクセスする。
【０１１３】
バイオメトリックスタイラス２は、ホテルやカジノ以外にも応用できる。例えばあらゆる
ＰＯＳ取引、管理物品（銃、酒、薬）の販売、銀行口座アクセス、運転免許証更新、受験
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者身元確認である。
【０１１４】
これら応用におけるバイオメトリックスタイラス２の利点は、身元確認において運転免許
証やクレジットカードより確実であり、たとえ仮名で署名しても書いた内容ではなく指紋
で比較するので身元確認ができることである。
【０１１５】
本発明システムは、客が客室のドアハンドルを握った時に身元確認を行って客室へのアク
セスを可能にする。ほとんどのホテル客室は、客室のアクセスにラッチ式ドアを使う。客
室へのアクセスを希望する場合、客は親指を所定箇所に置いてラッチハンドルを握る。こ
の所定箇所は、一般にラッチをドアへ取り付ける円筒の上部である。客がラッチに力を加
えると、光学センサが親指の指紋を読み取る。コンピュータはその指紋と客室アクセス登
録者の指紋との一致を検索する。一致が確認されると、客室へのアクセスが許可される（
図１５）。図１６はガソリンサービスステーションへの応用におけるバイオメトリック指
紋取得を開示する。この応用はカードを使い、給油中に顧客の身元を確認する。
【０１１６】
接触部材は、手を触れると指紋を検出するよう構成する。接触部材は手の力が時計回り方
向に加えられると移動する。指紋領域の光電センサは、指紋を読み取り分析する。接触部
材は、ドアノブ、ドアラッチ、車両ドア（図１９Ｂ）を介しての入室を可能にする。
【０１１７】
人物が制限領域へのアクセスを希望する場合、その人物は接触部材に手で力を加える。例
えばプッシュボタンやデジタルキーを押したり、ドアノブやドアラッチを回転させたりす
る。接触部材に人の手が触れることが必要である。
【０１１８】
ドアノブやドアラッチ等の接触部材が通常の力あるいは軽い力で開けられようとする時、
客室の安全を守るため、１つ以上の指紋が必要である。親指、人差し指、あるいは他の指
の指紋を読み取り、比較に使う。ホテルの従業員は、客室を割当て、システムにデータを
入力し、各客室に客の指紋を割り当てる。
【０１１９】
客室アクセス時に客がラッチまたはドアハンドルを握ると、指紋が読み取られる。接触部
材は１つ以上のセンサを内蔵し、指紋を監視し新しい接触のたびにそれを保存する。接触
部材に客が触れるたびに指紋データが採取され保存され後で利用される。
【０１２０】
最初に主指紋（親指）をスキャンし、読み取った指紋が比較および一致に使用可能である
か否かを決定する。指紋がぼやけていれば１つ以上の副指紋（人差し指、その他の指、手
のひら）を調べる。比較に適した指紋が提供されるまで検索は開始しない。
【０１２１】
プロセッサは、新しく取得した指紋とその部屋の入室許可者全員の指紋とを比較し、一致
を決定する。客室への入室は、入室を希望する人物の指紋が入室許可者の指紋と一致して
初めて可能になる。
【０１２２】
許可ユーザの数が少ない場合（１つの客室あるいは客室内の電話やコンピュータ端末）ア
クセス希望者は主指紋だけを提供し、その比較だけが行われる。一致しない場合、他の指
紋は読み取らない。比較結果だけでは決定を下せない場合、１つ以上の副指紋を比較し一
致を検索する。
【０１２３】
本発明システムは、特に従来のドアラッチ機構への応用がふさわしい。図１は、本発明シ
ステムをドアラッチに適用する第１実施例を示す。このようなラッチは、家庭、アパート
、事務所、ホテル等で一般的である。ラッチを掛ける場合、親指をラッチハンドルの円形
くぼみに置く。このくぼみはラッチ台に固定される。このラッチ台はラッチハンドルに直
角である。主指紋は親指と人差し指の指紋である。接触部材は、身元確認がなされるまで
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回転しない。
【０１２４】
接触部材の輪郭部は、各指紋の３次元スキャンを可能にするため、くぼみを有する。ボタ
ンが平らで少しの結合力しかいらない場合、十分に指紋を読みとれないため身元確認の信
頼性が低くなり、アクセスを許可できない。
【０１２５】
図１５は、本発明システム用接触部材の第２好適実施例を示す。これはドアノブへの適用
である。このノブは、親指と他の指を受け入れるための複数の輪郭を含むべく変更されて
いる。このドアノブは、握られた時に手の輪郭に一致するよう特別の輪郭を持って設計さ
れている。親指および他の指が所定位置に来るような輪郭である。ユーザは、多くの形状
やサイズから好みの物を選択できる。
【０１２６】
接触部材は、身元確認が完了するまで施錠されたままにできる。あるいは、身元確認前に
移動可能であるが、解放部材との結合はできないようにもできる。身元が確認され正規の
入室者であることが確認されると、アクセス可能になる。後者の例は身元確認にさらに時
間がかかる。図１９Ａはバイオメトリック入室の概略論理図である。
【０１２７】
プッシュプル式ドアノブ（図示せず）は一般的になりつつある。特に年輩者に広まりつつ
ある。年輩者にとって、入室のためにグリップ４を保持し十分な力を加えることは困難で
ある。本発明の原理は、プッシュプル式ドアノブに完全に適用できる。ドアノブにセンサ
を内蔵し、ドアを開閉するための押したり引いたりする手の力に対応させる。
【０１２８】
本発明システムは、施設内のスロットマシンをバイオメトリック手段だけでプレーヤに使
わせることができる。レバー式スロットマシンは前記ラッチ式ホテルドアと同様に動作す
る。プレーヤはハンドルを握り、それを手前に引く。親指はレバー上の所定位置に置く。
光学センサが指紋を読み取り、システムに登録してある全指紋との一致を調べる。一致が
確認され、そのプレーヤの口座残高がプレイに十分であれば、プレイ可能となる。バイオ
メトリック識別子は、賭け金をはるプレーヤが信用口座へのアクセス可能なプレーヤであ
ることを保証する。バイオメトリック識別子は不正使用を防止する。プレーヤが勝てば信
用残高が増額され、プレーヤが負ければ信用残高が減額される。プッシュボタン式スロッ
トマシンの場合、プレーヤはプッシュボタンを押すことによりスロットマシンでのプレイ
を要求する。
【０１２９】
本システムは、施設内の全てのテーブルゲームへのプレーヤの参加を可能にする。プレー
ヤはテーブルに居ても遠隔の場所に居ても良い。本発明の原理は、カジノ内の全ゲーム（
例えばルーレット、クラップス、バカラ）に適用可能であるが、本明細書においてはブラ
ックジャックに関連して説明する。プレーヤは、プレーヤステーションのプッシュボタン
を押すことにより、信用口座へのアクセスを要求する。光学センサは指紋を読み取り、シ
ステム内の全登録指紋との一致を検索する。身元が確認されプレーヤの信用口座の使用可
能残高がプレイに十分であれば、プレイ可能となる。プレーヤが勝てば信用残高が増額さ
れ、プレーヤが負ければ信用残高が減額される。身元確認は賭けのたびにバイオメトリッ
ク手段によって行う。
【０１３０】
各ゲームの後にプレーヤが賭け金を変更しない限り、同一賭け金が次のゲームに入力され
る。しかしプレーヤは、各ゲームの前に「再度」ボタンを押すことにより、プレーヤ位置
に物理的に残っていることを確認する必要がある（図１４）。図１３Ａ～１３Ｄは、図１
１Ａおよび１１Ｂのシステムを使用したルーレットゲーム処理を示す概略フローチャート
であり、プレーヤの初期設定からゲーム引き上げまでの処理を示す。
【０１３１】
本システムは、レストラン、ラウンジ、ブティック等の現場において客に購入を可能にす
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ると共に、複合施設に登録した信用残高へのアクセスを可能にする。客は、登録時と同様
にバイオメトリックスタイラスを握り、人差し指と親指の指紋を入力する。光学センサは
親指と人差し指の指紋を読み取り、システム内の全登録指紋と照合する。身元が確認され
客の信用口座の使用可能残高が購入に十分であれば、購入がなされ、信用残高はその購入
金額だけ減額される。客はＰＯＳにおいて従来のセンサを介して指紋を提供し身元確認を
しても良い。
【０１３２】
機密アクセスシステムは、多くの応用がある。例えば個人領域への立入り、暗証番号の代
替、電話機と現場外購入、コンピュータキーボードと現場外購入等である。このシステム
は、機密保護が求められる処理制御環境に内蔵しても良い。機密アクセスシステムは、制
限領域や口座残高への正規アクセスを可能にする。このシステムは、接触部材と、１つ以
上のセンサと、プロセッサと、機密アクセス部材とを備える。
【０１３３】
アクセス要求者の指紋一致を調べる際の照合対象が、限られた数の正規入室者（客室アク
セス）であるような応用例と、多数の客（カジノにおけるスロットやテーブルゲーム）で
あるような応用例とは区別する必要がある。両例とも既知の正規登録者との比較を行うが
、前者の例は比較対象が少なく処理が簡単である。後者の例は、中央処理装置が多量のデ
ータを処理せねばならず、検索をスムースに行う検索方法を使う必要がある。
【０１３４】
例えばスロットマシンアクセスの場合、検索作業はプレイしようとするプレーヤの指紋と
全登録客の指紋とを比較せねばならない。まず最初にスロットマシンをプレイしようとす
る客の指紋と、そのスロットマシンを直前にプレイした客の指紋とを比較する。一致しな
ければ近くのマシンでプレイしている他のプレーヤの指紋と比較する。それでも一致しな
ければ数分前に居た一般領域の全プレーヤの指紋と比較する。このようにして比較対象を
広げて行き、最後には全登録客の指紋と比較する。効率を上げるため、指紋は、当業者に
良く知られている型やスタイルによって分類できる。比較対象は、論理的増分ステップで
徐々に拡大する。拡大ごとにすでに調べた指紋は除外し、再チェックしないようにする。
比較対象の拡大は、一致が見つかるまであるいは検索が完了するまで続行する。
【０１３５】
本発明システムは現場外購入や、電話あるいはコンピュータのキーボード（図示せず）を
伴う応用にも使える。電話の相手先を身元確認せねばならない場合がしばしばある。電話
による現場外購入の場合、購入を行う人物の身元確認は重要である。多くの電話は発信者
ＩＤを持っている。電話の受け手は、呼び出しに答える前に発信者の電話番号を読むこと
ができる。発信者が本発明の接触手段を用いれば、電話の受け手はその発信者を特定でき
る。
【０１３６】
電話受話器の場合、主指紋は親指、人差し指、および中指の指紋である。他の実施例にお
いて、電話のデジタルキーのいずれかに光学センサを配置して身元確認ができる。この方
法は利用者が少数の場合に有効である。なぜなら１つの指紋しか読み取れないからである
。
【０１３７】
本発明システムは、キーパッドおよびコンピュータキーボードを伴う応用の場合、変更キ
ーボードを含む。この変更キーボードは、既存キー位置に配置したセンサか、あるいはく
ぼみを有する特製バイオメトリックプッシュボタンを有し、３次元指紋読取りを可能にす
る（図１０）。１つ以上のキーを押すと、ユーザの指紋が読み取られ、入力の承認が行わ
れる。
【０１３８】
キーボードのいずれかのデジタルキーに光学センサを配置して身元確認を行っても良い。
この場合、ユーザ数は少なければならない。なぜなら１つの指紋しか読み取れないからで
ある。キーボードセンサは、発信者の電話番号を読み取る場合で、その番号下で承認する
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人数がモデムを使用する時のように限られている場合に有効である。キーボードセンサは
暗証番号と共に使用して安全性を高めることもできる。
【０１３９】
複数のバイオメトリックデータを用いて身元確認をすることが好ましい。副バイオメトリ
ックデータは、指紋、親指指紋、掌紋だけでなく、会話および音声認識、顔の読み取り（
網膜スキャン、赤外線顔面読み取り、目鼻の間隔等）を含む。例えば客室に入室する場合
、録音した「どなた？」という問い掛けメッセージを含む並列システムでも良い。応答を
スピーカで録音し、音声認識を使って話者を特定する。会話認識を使って応答内容を監視
することもできる。また顔面スキャナを客室ドアやカジノの鏡付き天井カメラに内蔵し、
副バイオメトリックデータを取得しても良い。不正バイオメトリックデータを全て保存し
、法の執行において住居侵入者や強盗を特定し有罪にする手助けができる。
【０１４０】
本システムはスロットマシン、テーブルゲーム等のギャンブルを持たないリゾートホテル
複合施設にも適用可能である。また本発明の原理は客室を有さない単独カジノにも適用可
能である。単独カジノでの登録は、現場から離れた所にある認可された第三者で行うこと
もカジノ自体で行うこともできる。
【０１４１】
本願は様々な米国特許、出願、暫定出願を特許番号または発明の名称および発明者によっ
て参照した。これら特許および出願の開示は、その全体を参照によって本明細書に組み込
み、本発明の最新技術をより完全に説明する。
【０１４２】
当業者は本開示を参照することにより、本発明の身元確認システムに対して多くの代替、
修正、変更が明らかとなろう。本発明の範囲は、明細書の記述によるよりも請求の範囲に
よって決定すべきであり、かかる代替、修正、変更は共同して等価物を形成し請求の範囲
に含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の身元確認システムの好適実施例を示す機能ブロック図である。
【図２Ａ】　本発明システムに使用する指紋センサ付きグリップを備えた筆記スタイラス
を示す図である。
【図２Ｂ】　図２Ａの筆記スタイラスを示す２Ａ－２Ａ線に沿った断面図である。
【図３Ａ】　本発明システムに使用するグリップを備えた筆記スタイラスの好適実施例を
示す図である。
【図３Ｂ】　図３Ａの筆記スタイラスの指紋像センサから得られる指紋画像を示す図であ
る。
【図４Ａ】　本発明の身元確認システムに使用するデジタル表面と従来のボールペンスタ
イラスとの組合せを示す図である。
【図４Ｂ、４Ｃ、４Ｄ】　指紋センサと人差し指および親指との整列を提供する様々なグ
リップ構成を示す図である。
【図５Ａ、５Ｂ、５Ｃ、５Ｄ、５Ｅ】　従来のスタイラスおよび鉛筆と互換性のある様々
なグリップ構成を示す図である。各グリップは、筆記表面への接続コードを有しセンサを
内蔵する。
【図６Ａ、６Ｂ】　本発明の身元確認システムの一実施例において登録処理を示す概略論
理図である。
【図７Ａ、７Ｂ】　本発明の身元確認システムの一実施例において取引処理を示す概略論
理図である。
【図８】　本発明の身元確認システムの使用例においてクレジットカードをカードレス取
引に変換する処理を示す概略論理図である。
【図９】　本発明の身元確認システムの変更形態において、支払いを行う口座を顧客が選
択する時に使う支払い選択装置を示す図である。
【図１０】　キーパッドを示す図である。このキーパッドは、基本識別子等のデータを入
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力するためにデジタルパッドと共に使用する。入力したデータは、本発明の身元確認シス
テムで使用する。
【図１１Ａ】　本発明システムの構成を示す機能ブロック図である。このシステムは従来
のハウスカードやルームキーの代わりに閉じた環境（ホテルカジノ）で使用する。
【図１１Ｂ】　本発明システムの構成を示す機能ブロック図である。このシステムは従来
のハウスカードやルームキーの代わりに他の閉じた環境（単独カジノ）で使用する。
【図１１Ｃ】　本発明システムの構成を示す機能ブロック図である。このシステムは従来
のハウスカードやルームキーの代わりに他の閉じた環境（ホテルリゾート）で使用する。
【図１２Ａ】　本発明システムの主要部を示す機能ブロック図である。このシステムは図
１１Ａのホテルカジノに使用し、バイオメトリックデータ登録、バイオメトリック客室ア
クセス、バイオメトリックゲーム、バイオメトリック現場ショッピングを含む。
【図１２Ｂ】　図１１Ｂの単独カジノに使用する本発明システムを示す機能ブロック図で
あり、バイオメトリックデータ登録、バイオメトリックカジノゲーム、バイオメトリック
現場ショッピングを含む。
【図１２Ｃ】　図１１Ｃのホテルリゾートに使用する本発明システムの主要部を示す機能
ブロック図であり、バイオメトリックデータ登録、バイオメトリック客室アクセス、バイ
オメトリック現場ショッピングを含む。
【図１３Ａ～１３Ｄ】　図１１Ａおよび１１Ｂのシステムを使用したルーレットゲーム処
理を示す概略フローチャートであり、プレーヤの初期設定からゲーム引き上げまでの処理
を示す。
【図１４】　図１１Ａおよび１１Ｂのシステムに使用するルーレット用キーパッドを示す
図である。
【図１５】　図１１Ａ、１１Ｂ、および１１Ｃのシステムに使用するドアラッチを示す図
である。このドアラッチはホテルやモーテル用であり、ラッチハンドルに親指を当てると
その指紋を検出する指紋センサを有し、部屋に入ろうとしてドアを握ると身元確認ができ
る。
【図１６】　親指等の指紋を検出する指紋センサを備えたガソリンポンプを示す図である
。このガソリンポンプは商用であり、顧客は出納係と顔を合わせずにガソリン代金を支払
える。身元確認はガソリンを注入している間に行われる。
【図１７Ａ】　本発明のバイオメトリック管理システム用の指紋読取り光電システムの第
１好適実施例を示す概略図である。
【図１７Ｂ】　本発明のバイオメトリック管理システム用の指紋読取り光電システムの第
２好適実施例を示す概略図である。
【図１８Ａ、１８Ｂ】　クラップスゲーム処理システムの一実施例を示す概略フローチャ
ートであり、プレーヤの初期設定からゲーム引き上げまでの処理を示す。
【図１９Ａ】　本発明のバイオメトリック管理システム用のバイオメトリックラッチまた
はドアノブにおいて、客室入室を可能にする処理を示す概略論理図である。
【図１９Ｂ】　図１１Ｃのシステムに使用する客室キー安全システムの好適実施例を示す
機能ブロック図である。
【図２０】　本発明のバイオメトリックシステムに使用する身元確認処理の他の好適実施
例を示すフローチャートである。
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